






















　平成 28（2016）年 8 月 8 日，宮内庁は「象徴と
してのお務めについての天皇陛下のおことば」を，
ビデオメッセージという形で発表した。（1）


























合意し，平成 29（2017）年 1 月 19 日以降，各政党・
各会派の代表者による全体会議や意見聴取等を重






提出し，同法案は平成 29（2017）年 6 月 9 日可決




















　天皇（上皇陛下）が，平成 28（2016）年 8 月 8 日，
ビデオメッセージで「おことば」を表明されてか
ら約 10 ヵ月後の平成 29（2017）年 6 月 9 日，皇
室典範特例法は成立（6 月 16 日公布）し，平成








年 6 月 9 日，成立した。（6）
　平成 28（2016）年 10 月 17 日に開催された第 1
回有識者会議では構成員の互選により，今井 敬
氏が座長に選任され，第 3 回（11 月 7 日）・第 4
回（11 月 14 日）・第 5 回（11 月 30 日）の有識者
会議では，16 名の各分野の専門家（氏名・肩書は
2-2 参照）を対象に，第 1 次ヒアリングが実施され，























が実施され，第 11 回～第 13 回の有識者会議を経
































退位する（皇室典範特例法附則第 1 条第 2 項）。　
２．３　皇室典範特例法の施行　
　皇室典範特例法附則第 1 条第 2 項（8）に基づき，
平成 29（2017）年 12 月 1 日には，内閣総理大臣
から，皇室会議に対し皇室典範特例法の施行日に
ついての意見が求められ，皇室会議が開催された。








































































　式典委員会（第 1 回～ 9 回）の概要は以下のと
おり。（10）














て，皇太子殿下が御即位された年の翌年の 4 月 19
日とすることが了承された。
　第 2 回（11 月 20 日）　「即位礼正殿の儀」の参
列者数は，内外の代表 2,500 名程度とすること， 
「饗宴の儀」の参列者数は，内外の代表 2,600 名程
度とし，皇太子殿下の御即位の年の 10 月 22 日及
－ 167 －
平成から令和へ－皇位継承をめぐる論議







　第 3 回（平成 31 年 1 月 17 日）  2 月 24 日に開
催される天皇陛下御在位三十年記念式典の細目
















































　第 8 回（12 月 12 日）　10 月に行われた「即位
礼正殿の儀等の挙行について」事務局から報告が
あり，令和 2 年 4 月に行われる「立皇嗣の礼」に
向け，平成度における「立太子の礼」の実施状況
等の確認，意見交換が行われた。
　第 9 回（令和 2 年 1 月 21 日）　4 月に行われる「立
皇嗣宣明の儀」と「即位後朝見の儀」等の次第概
要について話し合いがなされた。









平成 30（2018）年 10 月 12 日，式典委員会が設置
されたことを踏まえ，同日，宮内庁長官を委員長
とする大礼委員会が設置された。大礼委員会（第
1 回～第 9 回）の開催状況は以下のとおり。（11）



































　第 4 回（平成 31 年 1 月 18 日）　第 3 回式典委
員会の配布資料の説明と話し合いが行われた。












　第 7 回（令和元年 7 月 3 日） 　大嘗祭の舞台と
なる「大嘗宮」の地鎮祭を 7 月 26 日に行うこと，
大嘗宮地鎮祭から 10 月 22 日の「即位礼正殿の儀」
当日までの儀式等の式次第，大嘗祭の「斎田」を
決定する手続等について検討された。




　第 9 回（令和 2 年 1 月 29 日）　第 8 回式典委員会，
第 9 回式典委員会の配布資料の説明，「大嘗祭後
大嘗宮地鎮祭」の期日を 2 月 28 日とすること，
立皇嗣の礼関係行事等の説明があり了承された。
　第 10 回（3 月 24 日）　第 10 回式典委員会で配
布された資料の説明があった。
　式典実施連絡本部
　式典実施連絡本部（第 1 回～第 4 回）の開催状
況は以下のとおり。（12）
　第 1 回（平成 30 年 10 月 12 日）　「議事公開の
－ 169 －
平成から令和へ－皇位継承をめぐる論議
取り扱い」，「幹事の指定等について」， 「第 1 回式
典委員会」の決定事項について説明がなされた。 
　第 2 回（平成 31 年 1 月 18 日）　「第 3 回式典委
員会」の決定事項について説明がなされた。　
　第 3 回（平成 31 年 3 月 22 日）　「第 4 回天皇陛
下の御退位及び皇太子殿下の御即位に伴う式典委
員会」の決定事項について説明がなされた。



















◎退位礼正殿の儀 （４月 30 日） ＜正殿・松の間＞　
　退位を広く国民に明らかにされ，退位前に国民
の代表に会われる儀式
◎剣璽等承継の儀 （令和元年 5 月 1 日） ＜正殿・
松の間＞
　御即位に伴い剣璽等を承継される儀式
◎即位後朝見の儀（5 月 1 日）＜正殿・松の間＞
　御即位後初めて国民の代表と会われる儀式




◎饗宴の儀（10 月 22・25・29・31 日 ）＜宮殿＞
　御即位を披露され，祝福を受けられるための儀
式  　













○大嘗祭 （「悠紀殿供撰の儀」11 月 14 日，「主基


























29（2017）年 12 月 1 日に開かれた皇室会議では，
天皇陛下の退位日が議題とされ，平成 30（2018）
年 12 月 31 日を主張する案（赤松氏）もあったが，








































































































































































































































設立され，平成 17（2005）年中に合計 17 回の会
合を開いた。
　第 6 回・第 7 回会合では， 高橋 紘（現代史），
大原康夫（宗教行政・政教問題），八木秀次（憲
法学）， 横田耕一（憲法学），鈴木正幸 （日本近代
史学）， 高森明勅 （神道学・日本古代史学）， 所　
功（日本法制史）， 山折哲雄（宗教学・思想史）
の各専門家に対するヒアリングが行われ，平成 17





































　その後，平成 18（2006）年 2 月 7 日には「秋篠
宮妃の紀子さまご懐妊」が伝えられ，そして平成






23(2011) 年 12 月 22 日，「女性皇族（内親王・女王）
に結婚後も皇族の身分を保持いただく」制度等の
創設を視野に，皇室典範改正案を取りまとめる方
針を固め，平成 24（2012）年 2 月 29 日から 7 月































































































































































成 29（2017）年 12 月には皇室会議が開催され，
退位日にあたる退位特例法の施行日は平成 31



































（１）  宮内庁ホームページ　kunaicho.go.jp 「象徴と
してのお務めについての天皇陛下のおことば
（ビデオ） 参照




























おける論議」（湘北紀要第 40 号 129 頁，2019 年）
参照
（７）  第 193 回国会 衆議院議院運営委員会議事録第
31 号参照 













ジ  kunaicho.go.jp 参照。




（14）   朝日新聞 2019（平成 31）年 1 月 23 日社説
（15）  『大嘗祭』工藤　隆　中公新書　2017 年，『大
嘗祭の世界』真弓　常忠　学生社　2019 年
（16）  毎日新聞 2018（平成 30）年 12 月 22 日「大嘗
祭 2 割増 27 億円」
（17）  秋篠宮発言 宮内庁ホームページ「文仁親王殿
下のお誕生日に際しての記者会見の内容（平
成 30 年 11 月 30 日）参照
（18）  首相官邸ホームページ 平成 30 年 4 月 3 日の閣
議口頭了解参照
（19）   毎日新聞 2018（平成 30）年 12 月 1 日社説
（20）   朝日新聞 2018（平成 30）年 12 月 1 日社説
（21）   讀賣新聞 2018（平成 30）年 12 月 5 日社説
（22）  朝日新聞 2018（平成 30）年 12 月 4 日オピニ
オン＆フォーラム「大嘗祭発言と政教分離」「耕
論」




14.7. ９ 第 3 小法廷） 
（25）  鹿児島県大嘗祭参列訴訟（平 14．7.11 第 1 小
法廷）
（26）  神奈川県即位儀式・大嘗祭参列違憲訴訟（平







（29）  毎日新聞 平成 18(2006) 年 1 月 11 日記事「皇室





要第 34 号，2013 年 ) 参照。
（31）  [ 政府関連資料 ]「皇室制度に関する有識者ヒ
アリングを踏まえた論点整理」( 平成 24 年 10
月 5 日内閣官房提出 )
（32）  第 193 回国会 参議院天皇の退位等に関する皇
室典範特例法案特別委員会会議録第 2 号参照。
（33）  令和元 (2019) 年 6 月 11 日，産経新聞記事，「女
性天皇でなく旧宮家の男子を」( 百地章 ) 参照。
（34）  私見に関しては（15）の著書のほかに，『大嘗
祭と新嘗』岡田精司編 学生社 昭和 54 年，『大
嘗祭の成立』谷川健一 小学館 平成 2 年，『大
嘗祭と古代の祭祀』岡田荘司 吉川弘文館 2019
年，参照。
（35）  令和元（2019）年 6 月 11 日，産経新聞記事，「女
性天皇でなく旧宮家の男子を」（百地章）参照。
（36）  各政党の参院選の公約（要旨）については，




From Heisei to Reiwa-Issues and challenges of the Imperial succession
Itsuo YOKOTE
【abstract】
    The Constitution of Japan, Article 2 provides that "The Imperial Throne shall dynastic and succeeded to in 
accordance with the Imperial House Law passed by the Diet."  And the Imperial House Law, Article 4 states 
provides that "Upon the demise of the Emperor, the Imperial Heir shall immediately accede to the Throne. The 
Imperial House Law Special Law allowing the abdication of the emperor was passed on June 9 in 2017. This law 
was made in response to the emperor's message released to the public in the summer of 2016. This will be the 
first abdication in 200 years, since Emperor Kokaku in 1817. Upon enactment of this law, various duscussions on 
the Imperial succession problems took place. This paper examines issues and challenges of the Imperial House 
Law Special Law. 
【key words】
Imperial House Law Special Law, Imperial succession system, Imperial female family branches 
